
 

 

アジア地域研究科 アジア地域研究専攻 博士課程前期課程  

教育研究上の目的 

アジア地域研究科博士課程前期課程は、アジア諸地域の問題に関する理解と洞察力を深め、アジア地

域研究に関する深い学識を修めた、国際的な広い視野に立脚した研究能力及び高度に専門的な職業能力

を有する人材の育成を目的とする。  

  

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

アジア地域研究科アジア地域研究博士課程前期課程は、建学の精神に基づく教育目標に定める人材を

育成するため、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、専門分野に関する次のような高度な能力を身

につけ、修士論文が審査のうえ合格と認められた学生に修士（アジア地域研究）の学位を授与する。  

  

１．アジア地域の政治・経済・社会・歴史・文化・芸術に関する広範な知識を修得するとともに、特定

の専門分野に関する高い理解力、国際的な広い視野に立脚した研究能力と職業能力を身につけてい

る。  

２．アジア地域に生起する諸事象を多角的かつ批判的に考察し、修士論文等において国際的かつ広い視

野に立脚した独自性のある意見を論理的に表現することができる。  

３．アジア地域について強い関心を持ち、特定の専門分野に高い問題意識を有し、多文化共生社会の実

現に向けて積極的に行動し、グローバル社会の一員としての倫理感と責任感をもって問題の解決に

取り組むことができる。  

  

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  

アジア地域研究科博士課程前期課程は、修了認定・学位授与方針に掲げる能力を修得させるために、

以下のような内容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成する。  

  

１．教育内容  

（１） アジア地域の政治や社会、歴史や文化など多様な分野にかんする専門的な講義科目と実習的な演

習科目を中心にアジア地域研究に関する深い学識を身につける。  

（２） 関連科目では地域調査方法論、地域研究実習、地域研究特殊講義といった科目の履修を通じて、

アジア諸地域に共通する問題に関する理解と洞察力を深めると共に、実践的な研究方法を身につ

ける。  

（３） 各学生が希望するテーマに基づいた専門的研究が行えるよう教育課程を整備し、学生による選択

の枠組みを設定する。  

  

２．教育方法  

（１） 演習科目、研究指導等の少人数科目を利用し、インタラクティブな教育を実施する。  

（２） 専門とする地域でのフィールドワークを推奨する。  

（３） 主となる指導教員に加えて副となる指導教員 2名による集団指導を行い、国際的かつ広い視野に

立脚した修士論文の作成能力を育成する。  

（４） 年 2 回の研究報告会を実施、その際の各学生の研究報告を活用し、自己評価と他者評価を踏まえ

た、研究状況の振り返りを促していく。  

  

  



 

 

 

３．評価方法  

（１） 学位授与方針で掲げられた能力の評価として、アジア地域研究科における単位取得状況、研究指

導受講状況、修士論文等の結果によって測定するものとする。  

（２） 学位授与方針で掲げられた形成的評価として、1年次の詳細な修士論文計画書、年 2回の研究報

告会での報告を活用し、教員による面談を実施する。  

（３） 2 年間の総括的な学修成果として、複数教員による論文の評価を行う。アドミッション・ポリシ

ー（入学者受け入れの方針） アジア地域研究科アジア地域研究博士課程前期課程は、教育研究上

の目的、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実

施方針）に基づき、次のような要件を備えた受験生を各種選抜試験によって受け入れる。  

  

１．アジア地域研究に取り組むのに十分な基礎学力と必要な言語運用能力を有している。  

  

２．アジア地域の諸事象について多角的かつ批判的に分析し、自らの考えを的確に論じることができ

る。  

  

３．アジア地域の諸事象について高い問題意識を持ち、国際的な広い視野に立脚した研究能力と職業能

力の獲得を目指し、国際協力や国際交流に貢献する意欲を有している。  

  

アドミッション・ポリシーと各入学選抜試験との関連について  

 

入試方式  選抜方法  
アドミッション・ポリシー 

AP1  AP2  AP3  

一般方式  

書類審査 ●   

筆記試験 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

社会人方式  

書類審査 ●   

小論文 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

留学生方式  

書類審査 ●   

筆記試験 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

推薦方式 
書類審査 ●   

面接試験 ● ● ● 

  

  

     



 

 

アジア地域研究科 アジア地域研究専攻  博士課程後期課程  

  

教育研究上の目的 

アジア地域研究科博士課程後期課程は、アジア地域研究に関して幅広く深い学識を修め、国際的に認

知・評価される高度な専門性と実践力、及び高度な研究能力・職業能力を有し、アジア地域研究の専門

家としてグローバルに活躍できる人材の育成を目的とする。  

  

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

アジア地域研究科アジア地域研究博士課程後期課程は、建学の精神に基づく教育目標に定める人材を

育成するため、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、専門分野に関する次のような高度な能力を身

につけ、博士論文が審査のうえ合格と認められた学生に博士（アジア地域研究）の学位を授与します。  

  

１．アジア地域研究に関する高度な専門性と深い学識を修め、国際的かつ多角的な視点に立脚した理解

力と洞察力、アジア地域研究の専門家として国際的に認知・評価される研究能力、アジアを舞台に

活躍できる高度な職業能力を身につけている。  

  

２．アジア地域に生起する諸事象を多角的かつ批判的に考察し、博士論文等において、深い洞察力と見

識および高い専門性をもった独自性のある意見を論理的に表現することができる。  

  

３．アジア地域の歴史と現状について幅広い関心と高い問題意識を有し、多文化共生社会の実現に向け

て積極的に行動し、グローバル社会の一員としての高度な倫理感と責任感をもって、多角的な視点

から課題の探索と問題の解決に積極的に取り組むことができる。  

  

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  

アジア地域研究科博士課程後期課程は、修了認定・学位授与方針に掲げる能力を修得させるために、

以下のような内容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成する。  

  

１．教育内容  

（１） アジア地域の政治や社会、歴史や文化など多様な分野にかんする専門的な知識をさらに発展さ

せ、演習科目を中心に、アジア地域研究に関する多角的な視野と高度な専門性、深い学識を身に

つける。  

（２） 論文指導作成では、アジア地域に関する専門的研究を行うための深い洞察力と、専門家として国

際的に認知・評価される研究能力を育成する。  

（３） 各学生が専門的研究を行うテーマにかんして、より深い研究を推進できるよう教育課程を整備

し、学生が自ら選択し、議論し、研究内容を吟味できるような枠組みを設定する。  

  

２．教育方法  

（１） 演習科目、論文作成指導科目を利用し、インタラクティブな教育を実施する。  

（２） 専門とする地域でのフィールドワークを推奨する。  

（３） 主となる指導教員に加えて副となる指導教員 2名による集団指導を行い、多角的な視点から国際

的に認知・評価される博士学位論文の作成能力を育成する。  

（４） 年 2 回の研究報告会を実施、その際の各学生の研究報告を活用し、自己評価と他者評価を踏まえ

た、研究状況の振り返りを促していく。  

  

  



 

 

 

３．評価方法  

（１） 学位授与方針で掲げられた能力の評価として、アジア地域研究科における単位取得状況、研究指

導受講状況、博士論文等の結果によって測定するものとする。  

（２） 学位授与方針で掲げられた形成的評価として、1年次の詳細な博士論文計画書、年 2回の研究報

告会での報告を活用し、教員による面談を実施する。  

（３） 博士論文提出までに、レフェリー付の場合は論文 1本以上、レフェリー無の場合は 3本以上の研

究論文を学会誌等に発表することを義務付ける。  

（４） 3 年間の総括的な学修成果として、博士論文の口頭試問を公開で実施し、3名以上の教員によっ

て論文の評価を行う。  

（５） 最終的な博士号の学位授与については、研究科委員会の投票で決定する。  

  

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）  

アジア地域研究科アジア地域研究博士課程後期課程は、教育研究上の目的、ディプロマ・ポリシー

（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）に基づき、次のような要件

を備えた受験生を各種選抜試験によって受け入れる。  

  

１．アジア地域研究に取り組むのに十分な学力と言語運用能力を有している。  

  

２．アジア地域の諸事象について多角的かつ批判的に分析し、深い洞察力と専門的な視点から自らの考

えを的確に論述することができる。  

  

３．高い倫理観と使命感を持ち、国際的に認知・評価される水準の論文の作成に強い意欲をもって努

め、アジア地域研究の専門家としてグローバルに活躍できる高度な研究能力や職業能力の獲得を目

指している。  

  

アドミッション・ポリシーと各入学選抜試験との関連について  

 

入試方式  選抜方法  
アドミッション・ポリシー 

AP1  AP2  AP3  

一般方式  

書類審査 ●   

筆記試験 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

社会人方式  

書類審査 ●   

筆記試験 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

留学生方式  

書類審査 ●   

筆記試験 ● ●  

面接試験 ● ● ● 

 


